
男女共同参画センター“いこ～る”プラス（JR長岡
京駅直結 長岡京市立総合交流センター6F）は、
男女共同参画に関する約1,600冊の図書を貸出
しています。
ぜひご利用ください！

男女共同参画センター“いこ～る”プラス
《令和6年8月号》

「女性活躍」 ～あなたは何をどう選ぶ？～
特集

人生このままでいいの？ 最高の未来をつくる１１の質問

まんがでわかるLIFE SHIFT
100年時代の人生戦略

仕事と子育てが大変すぎてリアルに泣いているママたちへ！

働きながら子どもと生きる、嘆きや不安や喜び。この大変さはいつまで続くの？ 2人の子
どもの母である著者が日経DUALに6年にわたり連載した文章を単行本化。著者の体験を
基に、夫婦・仕事・子育・社会で生きることについて述べる本。

小島慶子/著
日経BP/刊

自転しながら公転する

母親の看病のため、東京から茨城の実家に戻った３２歳の女性が主人公。仕事、結婚、親と
の関係などを巡って立ち止まり、生き方に悩む姿を描く。恋愛、家族、仕事・・・と人生の選
択に思いまどう主人公。エピローグの「少しくらい不幸でいい」という言葉が心に残る。

山本文緒/著
新潮社/刊

新着

佐賀千惠美/著
日本評論社/刊

日本初の女性法律家として戦中戦後を生きた３人の足跡を記録したドキュメンタリー「華や
ぐ女たち 女性法曹のあけぼの」の復刻版。2024年春スタートの朝ドラ主人公のモデルを
取り上げている。

人生100年時代の新しい生き方を提示したベストセラー「LIFE SHIFT」を分かりやすく
漫画にした本。人生にはただ一つの「正解」はない。だからこそ、選択肢を広げておくこと、
実験が大事。「今こそ自分の人生を生きよう」と、登場人物たちは扉を開ける。

リンダ・グラットン、アンドリュー・スコット/著
星井博文/原作 松枝尚嗣/まんが

東洋経済新報社/刊

著者は、生き方・働き方などの悩みや問題を質問を通して解決に導く「質問家」。著者の投げ
かける11の質問に答える（答えを探す？）うちに、あなたはあなたの内にある「最高の未来」
に気づくかもしれない。

河田真誠/著
ＣＣＣメディアハウス/刊

三淵嘉子・中田正子・久米愛 日本初の女性法律家たち
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情報コーナーの利用について

貸出：１人2冊まで、２週間（延長可）

対象：長岡京市在住・在勤・在学の人

※図書の貸出しには

「情報利用者カード」の登録が必要です。

カードの登録には、運転免許証など、

本人確認が出来るものをお持ちください。

特集

特集

◇編集 ・ 発行◇
長岡京市男女共同参画センター“いこ～る”プラス
〒 617-0833 京都府長岡京市神足２丁目３番１号
長岡京市立総合交流センター６階
TEL 075-963-5501 FAX 075-963-5521
E-mail: danjo-c@city.nagaokakyo.lg.jp
開館時間： 午前9時～午後5時（日・祝を除く）

結婚するってどういうこと？ ～家族・結婚に関する様々な選択～

新着

皿洗いするの、どっち？ 目指せ、家庭内男女平等！
山内マリコ/著

マガジンハウス/刊

憲法、刑法、民法など六法に加え、DV防止法、ストーカー規制法、著作権法、軽犯罪法、男女
雇用機会均等法など、女性の生活を守るために大切な法律をピックアップ。自分が持つ権利
を守るために知っておくと役に立つ法的手続きなどを具体的に説明しています。

「結婚こわい、結婚したい」と戦々恐々としながらも、結婚に踏み切る新米小説家の「私」。「自
分と違う生き物」と男性をとらえ、家庭内男女平等の実現をめざして家事シェアに力を入れて
模索格闘する日々を記録する。

おとめ六法
上谷さくら・岸本学/著

KADOKAWA/刊

こじらせない離婚_－「この結婚もうムリ」と思ったら読む本
原口未緒/著

ダイヤモンド社/刊

多くの離婚相談を受けてきた「円満離婚弁護士」が、こじらせない離婚に大切な「こころの整
理」について書いた本。修羅場でも、どんな人が相手でも、傷つかずもめない方法について、
４つのストーリーを通して、考えていく。

特集

新着

法学セミナー 2022年8月号 「婚姻のトリセツ」
今や人生に必須とは言えず、選択肢となってきた「結婚」。選ぶ・選ばないは、その人のライ
フプランと大きくかかわることもある。何かを選ぶときには、ありうる選択肢について調べ
ることは定石なはず、という観点からまとめられた本。

日本評論社/刊

幸福な離婚 家庭裁判所の調停現場から
鮎川潤/著

中央公論新社/刊

結婚した夫婦の約3組に1組が離婚するという現在の日本。家庭裁判所で調停委員として
離婚など200件以上の家事事件を担当してきた著者が、その経験と具体的ケースから、
「幸福な離婚」の可能性を探る。

(おとめ六法）


